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みんながちぎつた rちぎられたカタチ』が、

ホ村さんとの対日を通して『イキモノになつていくこと』を体験します。
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みのいちにちを、鋼子でアート体験してみませんか?

会場では rぉゃこdeえほん』も日催。お気に入り0絵本を、親子や会場のみんなに

鶴んであげたり、腕んでもらつたりしてEO日の年後をのんびり楽しみましよう。
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なるとにしあそびラボ てとてとて「子育て・親育ちプロジェクト」

「なるとにしあそびラボ てとてとてJは、嶋F号 市嶋F:町 鳴|:西小学校区の読み問かせボランティア「お話チョボラJを母体に、

学校の枠にとらわれす もっと広い視点で「子育てJを考えることができることを願い2013年 に発足しました。

私たちを含めて子育て中の家庭では子どもがl―・来自立 自律して生活していけるように願い 子どもと向き合っています。

しかしその思いとは異腹に、どのように子どもに働きかけたらいいか どのように蜀わればtヽ いか悩み 結果過保護 過干渉になって

しまうことも多いかもしれません。子どもと大人 (親)と地域を繋ぐ「てとてとてJは  日常生活の中で親子が共に時間を過
‐・す中で

『親も子も共に学び共に育つ,学 びの場「子育て親育ち ブロジェクトJを始動。毎回テーマに応じた第一人者を招き

子どもにも大人にもより良い学びの場を提供します。20]7年度の「子育て 親育ちプロジェクトJを こ紹介します。

なるとにし

なるとで考営鶴ヒ7…卜になると

元々は 「絵が描けないと信じている大人の解放ためのアートワークショッフ」
として開催されていた「楽描 (ら くがき)Jは、誰もが「作る事」や「描く事Jを

楽しめるワークショップ。あなたが直感で選んだ紙を、無為な気持ちで

ちぎった「カタチ」に、木村さんとお話ししながら、日や日の大きさ、色、

位置などを決めていき、最後に木村さんの魔法で「イノチ」を吹き込んで

世界にひとつだけの作品を作り上げます。

木村 太 亮 (き む ら だ いす け)さ ん フ ロフ ィー ル

絵本作家 イラス トレーター.1960年東京生まれ。

主に生きものの絵を中心に幅広く活動.小学館の図憲 「新版NEO恐 竜Jや
光村図魯出版刊の平成27年度検定教T4■

'せ
いかつ科」などにも挿画を

提供.近年 'い きもの,を テーマとしたアートワークショップ 快 描サ

や議演を 各tの 幼稚園 J■ ヽ 公共施設企業館などで展開している。

著書に「うんちコロコロうんちはいのち,(岩 崎書店)な ど.

絵本

「

家 ィラストレーター木村太亮さん主催の
アートワークショップ

腱描楽ヽ が 鳴門にやってくる |

てとてとて 「おやこdeえ はん」は、

みんなが持ち寄ったお気に入りの絵本を読ん

であげたりもらったりするワークショップ。

ゆったりのんびり絵本を楽しみましょう 1

そして今回は、「てとてとて」の活動拠点

鳴門市が「市制70周 年Jを迎えるのを記念

して、鳴門にまつわる絵本や資料を集めた

コーナーも開設します。
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目饉決定:

家庭経済学の専門家

坂本有芳さんの

親子向け

「お金を考える」ワークショップ

お金を使う 0肖費する)と はどういうことか?

いつ 何に どれくらい使うか?

キャリアコンサルタン ト

柴田朋子さんの

親子向けワークショップ

親子で挑戦 !貿易ゲーム

徳島県在住の絵本画家

羽尻利問さんのおはなし会

11′25
開籠決定:

.よ
く考えてお金を使うサの ′よく考えるJ

ポイントについて一緒に考えましよう。

講師 = 鴫門教育大T共学院学松教育研究卜■教授の坂な0方さん.

大学でも今注日の
'■

シ刀ル 1費 Jを テーマにライフスタイルを

スマートにする連‖講座を開催予定.

勇鋼はJJNO(ユ  ノー)代表のヽ田田子さん

民間企業から公務
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貿易を疑似体験する
。
貿易ゲーム,を 通して

自分で考え 行動する力を

養います。

VoLl l級 家事セラビスト 粂井優子さんの

「社会で活躍する人材の育み方 ～親だからできること～」。/3口饉)

昨年の親子向けお手伝いワークショップが大好評だった粂丼優子さんを講師に迎え、大人向けのセミナ=を 開催。

'蔵

の赤ちゃんのお母さんから もうすぐお孫さんを迎える方までの子育て世代が集まリ ー緒に学びました。

qレミrありがとう」をたくさん伝えよう
fあ りがとうJを たくさん浴びて育った子は 自尊感情が高くなります.

褒める八―ドルを低くして 'あ つがとうJの シャワーを浴びせましょう。

qレ零お手伝いをしたくなる仕組みづくりをしよう
お手伝いには 段取つ力や周囲の観察力 見えない学力がつき 社会で活躍する

人材に育つための要素がたくさん詰まってぃます。子どもがお手伝いに参力1できる

ようにするための仕組み (仕 掛け)づ くりも大切。家族で話 し合ってみましょう。

電ンミ呪にれも贋渉烈J何かひとつやめてみよう!

学校に遅刻しないように、忘れ物をしないように あれこれ声をかけていませんか?

子どもの自立のために 何かひとつ やめてみましょう.

自分がい力ヽ こ過保護で過干渉な場なIDかわかりました |

してあげなくちゃ と思っていたことを 子どもを信 じ
子 どもの自立のためにひとつずつやめていきたいです。

子どもにありがとうと伝えたつ 螢めたりする基準が高 くなっていることに
気付かされました。自分の意識を変えることが大切なのですね 日からウロコでした。

粂丼さんの経験に基づくお話には説得力がありました.

そして楽しい !よ く実い 泣き  感動しました。


